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府
の
「
財
政
健
全
化
計
画

（
経
済
・
財
政
再
生
計
画
）」

で
は
、
社
会
保
障
費
の
伸
び

を
年
間
５
０
０
０
億
円
以
内
に
抑
制
す

る
目
標
を
定
め
て
い
る
。
社
会
保
障
費

の
自
然
増
分
６
４
０
０
億
円
を
５
０
０

０
億
円
以
内
に
抑
制
す
る
に
は
、
医
療

・
介
護
制
度
の
改
革
は
必
須
だ
。

　
筆
者
が
提
案
し
た
い
の
は
、
世
界
的

に
評
価
の
高
い
皆
保
険
制
度
の
骨
格
を

堅
持
し
つ
つ
、
財
政
再
建
と
新
産
業
創

出
の
両
立
を
図
る
視
点
に
立
っ
た
、
医

療
技
術
や
医
薬
品
に
関
す
る
保
険
給
付

の
見
直
し
で
あ
る
。
公
的
医
療
保
険
が

担
う
重
要
な
役
割
の
一
つ
は
、
重
篤
な

傷
病
に
対
す
る
治
療
の
た
め
に
被
保
険

者
の
家
計
が
破
綻
し
た
り
困
窮
し
た
り

す
る
こ
と
を
防
ぐ
「
財
政
的
リ
ス
ク
保

護
」
機
能
で
あ
り
、
家
計
の
負
担
状
況

に
十
分
配
慮
し
て
改
革
を
行
う
必
要
が

あ
る
。

　
日
本
の
医
療
保
険
制
度
に
お
け
る
自

己
負
担
率
は
年
齢
別
（
原
則
３
割
、
就

学
前
＝
２
割
、
70
〜
74
歳
＝
２
割
、
75

歳
以
上
＝
１
割
）
だ
が
、
諸
外
国
で
は

異
な
る
。
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
医

薬
品
の
治
療
上
の
貢
献
度
・
有
用
性
等

に
応
じ
、
段
階
的
な
自
己
負
担
率
が
設

定
さ
れ
て
お
り
、
自
己
負
担
率
を
「
抗

が
ん
剤
等
の
代
替
薬
の
な
い
高
額
な
医

薬
品
＝
０
％
」「
一
般
薬
剤
＝
35
％
」「
胃

薬
等
＝
70
％
」「
有
用
度
の
低
い
と
判
断

さ
れ
た
薬
剤
＝
85
％
」「
ビ
タ
ミ
ン
剤
や

強
壮
剤
＝
１
０
０
％
」
等
と
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
法
政
大
学
の
菅
原
琢
磨
教
授

と
共
同
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
保
険
給
付
事

例
を
参
考
に
、
日
本
の
医
薬
品
取
引

（
数
量
ベ
ー
ス
）
の
ほ
ぼ
全
て
を
網
羅

す
る
Ｉ
Ｍ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
用
い
て
、
薬
剤
に
関
す
る
自
己
負

担
率
を
適
用
疾
患
の
重
篤
度
や
医
薬
品

の
治
療
に
お
け
る
有
用
度
等
に
応
じ
て

変
更
す
る
改
革
案
の
分
析
を
行
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
複
数
の
専
門
家
の
協

力
を
得
て
「
重
篤
な
後
遺
症
や
死
に
つ

な
が
る
疾
病
の
医
薬
品
」「
重
篤
で
は
な

い
が
、
後
発
品
が
発
売
さ
れ
て
い
な
い

薬
効
に
属
す
る
医
薬
品
」「
そ
れ
以
外
の

医
薬
品
」
の
三
つ
に
区
分
し
た
上
で
、

自
己
負
担
率
を
そ
れ
ぞ
れ
０
％
、
30
％
、

70
％
と
し
て
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
医
薬

品
へ
の
保
険
給
付
を
年
間
７
７
９
９
億

円
削
減
で
き
る
可
能
性
が
分
か
っ
た
。

　
改
革
後
の
財
源
を
新
産
業
創
出
に
活

用
す
る
方
向
性
も
重
要
で
あ
る
。
財
政

再
建
と
新
産
業
創
出
の
両
立
を
図
る
上

で
も
、
医
療
制
度
改
革
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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